
星空ガイド １０月１６日～１１月１５日

※惑星は２０２４年１１月１日の位置です。

よいの星空
１０月１６日２２時頃

１１月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
１０月１６日 ４時頃

１１月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 曜 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

１０ １６ 水 ６：０４ １７：２２ １６：３６ ４：１１ １３.３

２１ 月 ６：０８ １７：１６ ２０：００ １０：２５ １８.３

２６ 土 ６：１２ １７：１０ ０：１０ １４：１６ ２３.３

１１ １ 金 ６：１８ １７：０４ ５：５２ １６：４０ ２９.３

６ 水 ６：２３ １６：５９ １０：５０ ２０：１２ ４.６

１１ 月 ６：２７ １６：５５ １４：０４ ０：４０ ９.６

１５ 金 ６：３１ １６：５３ １６：１０ ５：２７ １３.６
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月の公転軌道（イメージ）月の公転軌道（イメージ）

スーパームーンってどんなムーン？

１０月１７日の満月は２０２４年に見られる満月の中では一番大きく見える満月で

す。このような満月を「スーパームーン」と呼ぶことがあります。 スーパームーンは天

文学の用語ではなく、もともとは星占いで使われていた言葉だと言われています。最

近はネットニュースなどでよく取り上げられているため耳にしたことがある方も多いでし

ょう。

ところで、どうして月は大きく

見えたり小さく見えたりするので

しょうか。これは、月そのものが

大きくなったり小さくなっているの

ではなく、月が地球に近づいたり

遠ざかったりしているのが原因で

す。月は地球の周りを公転して

いますが、その軌道は真円では

なく楕円形です。そのため、地

球と月の間の距離は一定では

なく、地球に対して月は近づい

たり遠ざかったりしているので

す。なので、スーパームーンは

その年に見られる満月の中で最も地球に近いところにある満月とも言えます。

また、地平線近くに輝く月は、空の高いところで輝く月に対して非常に大きく感じる

ことがあります。しかしこれは錯覚であり、同じ日の月の見かけの大きさはほとんど変

わっていません。（数時間のうちに月が一気に遠ざかっているわけではないのです。）

このような錯覚が起こる原因については諸説ありますが、はっきりとした理由はわから

ず、現在も議論が続いています。

野村 美月（科学館学芸員）

［こよみと天文現象］

月 日 曜 主な天文現象など

１０ １７ 木 ○満月（２０時）

２０２４年で一番大きく見える満月

２０ 日 土用の入り

２１ 月 月と木星がならぶ

この頃オリオン座流星群が極大

２３ 水 霜降

２４ 木 下弦（４時）

３１ 木 明方に月とスピカがならぶ

月 日 曜 主な天文現象など

１１ １ 金 ●新月（２２時）

３ 日 夕方に月と水星がならぶ

４ 月 明け方に月とアンタレスが接近

５ 火 月と金星がならぶ

７ 木 立冬

９ 土 上弦（１５時）

１１ 月 月と土星が接近

メキシコ沿岸で土星食
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